









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る言語の起源－　勁草書房（Corballis, M.C.  2002  From Hand to Mouth 
Princeton University Press）
江川紹子　2006 オウム事件はなぜ起きたか－魂の虜囚－　新風舎文庫（上・
下）　（初版　中央公論社　2000）
橋本　治　1999　宗教なんかこわくない！　ちくま文庫　筑摩書房（初版　
1995　マドラ出版）
石田裕久　2008　「出会い」喪失の時代と子ども・若者の変容－現代社会と対
人関係能力(1)－　人間関係研究　第7号　南山大学人間関係研究センター　
89-103頁
石田裕久　2009　face-tofaceなき社会と対人的コミュニケーション－現代社
会と対人関係能力(2)－　人間関係研究　第8号　南山大学人間関係研究セン
ター　119-141頁
伊藤雅之　2003　現代社会とスピリチュアリティ－現代人の宗教意識の社会学
的探求－　渓水社
磯村健太郎　2007　<スピリチュアル>はなぜ流行るのか　PHP研究所
宮台真司　1998　終わりなき日常を生きろ　ちくま文庫（初版　1995　筑摩書
房）
宮内勝典・高橋英利　1999　日本社会がオウムを生んだ　河出書房新社
森達也　2002　「Ａ」－マスコミが報道しなかったオウムの素顔－　角川文庫
森岡正博　1996　宗教なき時代を生きるために　法蔵館
村上春樹　1999　アンダーグラウンド　講談社文庫（初版　1997　講談社）
村上春樹　2001　約束された場所で－アンダーグラウンド2－　文春文庫（初
２）同教はもともと1984年にヨガ道場・オウムの会として設立され、その後1986年オウム神
仙の会、1987年オウム真理教と改称しているが本稿での表記はオウム真理教で統一した。
３）たとえば、島田（2001）は、「吉本（隆明）は親鸞との比較から、山崎（哲）は演劇の体
験からオウムの宗教思想に着目しているわけだが、中沢（新一）の場合には、オウムの
核となったチベット密教そのものへの関心から麻原の宗教思想に注目している。………
オウムの起こした事件は、日本の社会に生きていながら、社会のあり方に強い違和感を
もつ人間たちの、無意識の願望を象徴するものだったのではないだろうか」と述べてい
る。（64頁）
４）ヨガ道場「オウムの会」を開設する前、麻原は知人に「最も儲かるビジネスは何か知っ
ているか？それは宗教だよ」ともらしていた、という。
５）森達也監督作品　「A」　株式会社マクザム（発売・販売）MX-127S　1998年。テレビディ
レクターであった森は、オウム真理教団の広報担当であった荒木浩のドキュメンタリー
番組を企画したが、オウムを絶対悪として描くことを強要する制作会社側と衝突し、自
主制作映画として撮影、劇場公開された。
６）ディジタル・デバイド：この用語はもともと地域間の情報インフラの整備格差の意味で
用いられたが、現在では、コンピュータなどの情報機器を所有できるかどうか、そうし
た情報機器の操作に習熟しているか否かが社会的な有利・不利をもたらすことを指すよ
うになった。
－54－
版　1998文藝春秋）
NHK放送文化研究所　2010　現代日本人の意識構造（第7版）　日本放送出版
協会
小浜逸郎　1995　オウムと全共闘　草思社
島田裕巳　2001　オウム－なぜ宗教はテロリズムを生んだのか－　トランス
ビュー
島薗進　1997　現代宗教の可能性－オウム真理教と暴力－　（叢書現代の宗教
②）　岩波書店
島薗進　2007a　スピリチュアリティの興隆－新霊性文化とその周辺－　岩波
書店
島薗進　2007b　精神世界のゆくえ－宗教・近代・霊性－　秋山書店
竹岡俊樹　1999　オウム真理教事件完全解読　勉誠出版
竹内敏晴　1988　ことばが劈かれるとき　ちくま文庫（初版　1975　思想の科
学社）
竹内敏晴  1990　「からだ」と「ことば」のレッスン　講談社現代新書
竹内敏晴　1999　教師のためのからだとことば考　ちくま学芸文庫
上田紀行　1997　癒しの時代をひらく　法蔵館
山口真人　2005　Ｔグループとは　津村俊充・山口真人（編）人間関係トレー
ニング（第2版）－私を育てる教育への人間学的アプローチ－　ナカニシヤ
出版　12-16頁
弓山達也　1996　日本におけるヒーリング・ブームの展開　宗教研究　第70巻
　日本宗教学会　141-162頁
